
令和３年度光海中学校「特色ある学校づくり対策事業」実践報告 

「国際社会にはばたく光海っ子育成プラン」 
 

学校名：佐世保市立光海中学校 

所在地：佐世保市金比良町１－１５ 

校 長：前田 和子 

生徒数：５５名 

学級数：５ 

 

 

 

１ 本校の特色ある学校づくりの目的 

 

平成２９年度から小中一貫型金比良小学校・光海中学校として始動し、その教育効果を

高めるために小学６年生の教室を本校に設置した。小学校への乗り入れ授業も多く展開

し、交流を深めている。また、校区に米軍基地、キングスクールが隣接し、佐世保の国際

色を感じる学校である。生徒は、小集団ながら学習や部活動に熱心に取り組み、文化面・

運動面において諸大会で好成績を収めている。地域は、金刀比羅神社を中心に歴史が深く、

伝統のある地域行事が盛んである。特に、地域の方々は、子どもを地域の力で育てようと

いう意識が高く、子どもを中心に据えた行事に熱心に取り組んでいる。この地域の特長を

生かし、地域そして佐世保の自然や文化に触れさせ、研究テーマ「ことばの力を育てる」

のもと、郷土を愛する心を育て、思考力・表現力・コニュニケーション能力を身につけさ

せるため、特色ある学校づくりに取り組んだ。 

 

２ 実践内容 

 

（１）学力向上プラン 

①英語力向上～話せる英語事業継続から～ 

・英語力（スピーキング・ライティング）向上を図るため２年生に GTECを実施。 

・イングリッシュキャンプ（３年生：ハウステンボス、１・２年生：校内）を全学年で

実施。 

・長崎県立大学の山崎教授との連携による英語科の授業づくり等、国際理解教育を推進

した。 

・オンライン国際交流プログラムによるオンライン授業（３年生）の実施により、これ

までの学びを実践交流に生かした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

イングリッシュキャンプ（ハウステンボス）    オンライン国際交流授業 

 

②本物にふれる学習により、主体的で対話的な深い学びをサポートした。 

・社会科の市議会傍聴（ふるさとへの関心、１８歳の選挙権を意識した主権者教育） 

・地域・保護者・子どもたち（小学６年生及び中学生）で語り合う「夢を語ろう in Kokai」 

・活かせる仲間集団づくり（iチェック２回目の実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．２９平和集会           夢を語ろう in Kokai 

 

（２）光海中魂向上プラン～ふるさとを愛し、誇りに思う子どもたちに育てるために～ 

①６．２９平和集会 

講師に、佐世保空襲を語り継ぐ会の木原 秀夫さんを招聘し、佐世保空襲に関わる

話をしていただき、被爆県に住む者としての意識高揚を図り、恒久平和を願う態度を

育てた。 

②「いのちを見つめる強調月間」教育講演会 

講師に地域在住の榮岩 善典さんを招聘し、生き方を学び、ふるさとを愛する気持

ちを育成した。 

③海事産業見学の実施 

佐世保港クルーズによって、改めて佐世保の街を海から見直し、ふるさとを愛し、



誇りに思う気持ちを育てた。 

④職場体験学習 

２年生が、地域（市消防署、海きらら、森きらら等１０カ所）に出向き、仕事の厳

しさや、楽しさを体験し、自分の将来の職業観を醸成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海事産業見学（佐世保港クルーズ）        職場体験学習 

 

（３）小中連携・地域連携向上プラン 

①学校行事等の情報発信 

次年度の学校カレンダーを作成し、全校生徒と小学６年生・地域に配布し、情報発

信に努めた。 

②「小中一貫便り」「学校だより」「ＣＳ準備委員会だより」地域・保護者への配布 

学校の情報発信と開かれた学校づくりを行うために、地域全体に発信し、配布した。 

③「ＣＳ準備委員会だより」地域全世帯への配布 

④開かれた学校としての環境づくり 

「光海魂」の旗を校門に飾ることで、校訓が今も大切にされていることをアピールし

ている。 

 

３ 成 果 

 

（１）児童生徒にかかわることについて「国際社会にはばたく光海っ子育成プラン」 

〇話せる英語事業継続から、本年度も英語力向上の取組に力を注いだ。 

GTEC 実施（２年生スピーキング・ライティングの力を育てる。）、全学年のイングリッ

シュキャンプ、オンライン国際交流による英語の授業、国際理解講演会（県立大学 山

崎教授） 

→英語でも日本語でも人と話そうとする力、異文化への興味・関心・意欲が向上した。 

〇本物にふれる学習～地域の人材、教材、教育力を生かした取組～ 

社会科の市議会傍聴、話す力の育成、「夢を語ろう in kokai」、職場体験学習、小中連



携縦割り活動、地域清掃ボランティア等） 

→本物を知ることで、今の自分を見つめ直し、夢・あこがれをもって、未来を見つめる子

どもたちを育むことができた。 

→ふるさとでのつながりにより、ふるさとを愛しく思う心を育むことができた。 

 

（２）学校運営にかかわることについて 

○校内研修「話す力の育成」を目指した取組によって、思考力・判断力・表現力を伴う「話

す力」を育成することができた。 

〇地域連携による本物にふれる学習や、各教科や総合的な学習に時間において地域の方

や講師を招いたことで、主体的で対話的な深い学びを確実にすることができた。 

○小中一貫型学校として、小学校と中学校の学びをつなぐ授業実践や活動が展開できた。

合同研修会を３回実施し、小中の教職員の交流ができ、つながりが深まった。 

（中→小への乗り入れ授業２１０時間） 

（３）保護者や地域にかかわることについて 

〇小学校６年生から中学校３年生まで全児童生徒と地域・保護者が語り合う「夢を語ろう 

in Kokai」を実施することで、本校が目指す話す力の育成及び人とつながりを育む取組

が展開できた。 

○地域や外部機関に人材を求め、生徒に多様な体験学習を行わせ、普段の学習をより一層

深める取組ができた。（英語の国際理解教育講演会、イングリッシュキャンプ、２年生

の職場体験学習、社会科の佐世保市議会傍聴や海事産業見学） 

 

４ 今後の課題 

 

学力向上及び地域連携・小中連携を目指し、校内研修のテーマを「ことばの力を育てる」

とした。自分を語る活動の中で、思考・判断が伴って学びを深めることと、教師の授業力

を向上させることで、子どもたちの学習に向かう姿勢と学びの意欲が向上した。特に、英

語科授業や地域人材活用した「話す」取組の成果が現れ、学びを楽しむ子どもたちの姿が

見られた。 

今年度も、本校が取り組む小中一貫教育の推進及び地域とともにある学校になるため

の特色ある取組に力を入れてきた。ポイントは、「本物にふれる」「ふるさと学習」「話す

力」である。 

そこでは、地域に人材・教材を求め、地域の方との距離を縮めた。さらに、小学校と中

学校の距離感も縮めている。地域の方の温かい励ましの声が増え、地域の元気な声が聞こ

えてくる成果を感じた。学校評価がこれらを表している。また、意見や感想欄に書かれた

地域や保護者の声から、さらに特色ある学校づくりを目指し、学力向上の期待に応えなけ

ればならないと感じている。 



次年度から、コミュニティ・スクールが導入され、さらに地域とのつながりを深める学

校経営が求められる。「地域とともにある学校づくり」「学校を核とした地域づくり」に向

けて、小中が一つとなりながら、光海中学校の地域教材を生かした取組に力を注ぎたいと

考える。 

 

 

【学校評価】 

 

☆特色ある教育活動に満足している          ３．６（R2）→３．５（R3） 

☆英語教育の推進に力を入れている          ３．６（R2）→３．７（R3） 

☆教育方針や教育活動を学校だよりやホームページ、 

学級通信、連絡メールなどでわかりやすく伝えている ３．８（R2）→３．７（R3） 

☆小中一貫教育を生かした教育を展開してる      ３．６（R2）→３．６（R3） 

☆外部の人材や、地域の教材などを活用した教育活動が 

行われている                   ３．５（R2）→３．６（R3） 

 

【意見・感想】 

 

・学校だより等で教育方針や教育活動を紹介し、地域と共に学校をつくって行こうと

する校長先生の姿や学校に大変ありがたく、嬉しく思っています。 

・本年も宜しくお願いします。コミュニティ・スクールの設立に向けて、大変と思いま

すが、よろしくお願いします。 

・コロナ禍での教育活動、判断・決断力が求められます。頑張ってください。 

・いつも子供達の為に御尽力頂き、ありがとうございます。 

・更なる高みを目指して、学校・保護者・地域が一体となった取り組みを進めてゆきま

しょう。 

・校長先生、教頭先生をはじめに先生方が勤務時間外や休日にまで地域の行事や会議

に出席していただきいつも感謝しています。ありがとうございます。 

 

 


